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■ ２ 新交通システム研究部会活動



■ １ 「海外展開に向けたAGT標準化と
その基本仕様」とリーフレット作成

１．背景

具体的なプロモーション活動を展開している中で、海外勢と比較して日本の
AGTの特長・優位点を端的に説明し海外展開を図るための標準化の必要性

２．活動経緯

１）当協会に学識経験者、各種関係機関、運行事業者、国土交通省等１３名
の委員からなる「海外展開に向けたAGT標準化検討委員会」を設置。
2019年3月22日に第1回委員会を開催

２）新交通システム研究部会をワーキンググループとし、以降ワーキングを
4回並びに委員会を3回重ねながら基本仕様をとりまとめ

３）委員会からの提言に基づき、国土交通省監修のもと海外展開の支援ツ
ールとしてリーフレットを作成



「海外展開に向けたAGT標準化とその基本仕様」報告書 / 検討委員会名簿（当時）



リーフレット（海外展開支援ツール）_1



リーフレット（海外展開支援ツール）_2



■ ２ 新交通システム研究部会活動

１．基幹交通導入検討の各段階におけるAGT導入提案の方法検討

１）マストラ・中量輸送機関の導入検討段階

２）AGTのマーケットとして想定される国・都市の整理

３）各導入検討段階におけるAGTの提案方法

４）ケーススタディとしての具体的なAGTの提案方法やツールの検討

５）日本のAGTの導入が成功した国・都市のケーススタディ



■ ２ 新交通システム研究部会活動

２．土木構造物のコスト縮減方策の検討

１）高架橋区間の延長抑制（地平区間、半盛土区間、半地下区間（掘割区
間）検討

２）駅構造及び設備の最小化（シンプル化）検討

３）最適パターン（最もコスト縮減につながって課題の少ないパターン）
の選定



■ ２ 新交通システム研究部会活動

３．AGT導入可能性のある都市類型の整理(国内の都市類型)

１）大規模開発へのアクセス機能

２）鉄道ネットワークの補完機能

３）都心等地区の循環機能

４）既成市街地のバス代替機能
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